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Ⅰ 　組織の概要

１.事業所概要と対象範囲

【事業所名】 株式会社　清水工業

【代表者氏名】 代表取締役　清水繁雄

【所在地】 本社：東京都八王子市上野町27-4     

昭島支社：東京都昭島市中神町1149-4 

【資本金】 3,500万円

【設立年月日】

【事業内容】 総合建設業

土木、建築の設計、施工、施工管理監督

【その他】 建設業許可：東京都知事(特-1)第19136号

災害時における応急対策業務に関する協定締結(H23.6)

            2tﾄﾗｯｸ 1台（東京都適合車標章対象車）

【事業規模】

単位 2020年 2021年 2022年

件 4 3 4

百万円 141 284 381

人 8 8 10

m2 40 40 40

m2 410 410 410

　　　　　　　本社 ： 鉄骨造2階建　

昭島支社 ： 鉄骨鉄筋コンクリート造2階建　

【EA担当者】 環境管理責任者:不破務

【連絡先】

　TEL ：042-622-1319

　FAX ：042-627-1389

　MAIL ：mail@shimizu-kogyo.sakura.ne.jp

活動規模

工事等の件数

売上高

従業員

事務所床面積（本社）

工場床面積（昭島支社）

昭和39年1月7日

所有自動車：軽ﾄﾗｯｸ 3台（低排出ｶﾞｽ車認定、燃費基準+5%達成車）

4



　HP ：https://shimizu-kogyo2.sakura.ne.jp/wp/
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２.エコアクション21推進体制（組織図）
2023/4/5　確認

㈱清水工業

代表取締役

清水繁雄

事務局責任者

清水清美

工事部
推進者

事務局
推進者

・環境経営方針を定める
・全体の評価、見直し・指示
・人材、資金の用意
・課題とチャンスの明確化

・システムの策定、推進、見直し
・取組状況の評価
・システムの実績報告
・教育の実施

・記録の作成、
管理
・システム運
用上の事務管
理

・責任者の役
割、責任、権
限の周知徹底
・取組状況の
記録管理
・提案書の作
成

・新たな取組
の提案、推
進
・取組状況の
記録作成、
報告
・現場管理

・新たな管理
方法の提案、
推進
・取組状況の
記録作成、
報告

本社：工事部責任者
環境管理責任者

不破 務

昭島支社：
工事部推進者

清水 新

工事部
推進者

工事部
推進者
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Ⅱ 　認証・登録の対象範囲

認証・登録組織名 ： 株式会社　清水工業

東京都八王子市上野町27-4

対象事業所 ： 本社、昭島支社

対象とする事業活動 ： 総合建設業

（土木､建築の設計､施工、施工管理監督）
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Ⅲ 　環境経営方針

　弊社は、多摩地域を中心として、総合建設業を行っています。

この事業活動における環境への影響を理解し、全社員に周知徹底を図り、以下の

活動について自主的かつ積極的に取組んでいきます。

①各職場において環境の保全、汚染防止に努めるとともに、CO2排出量、廃棄物

の削減を推進します。

②省資源、省エネルギーの推進に努めます。

（化石燃料・電気・コピー用紙・水等の使用量の削減）

【環境理念】

　㈱清水工業は、「今、私たちが地球のために出来ること」を社会的責務と認識

し、全事業活動において環境負荷の低減を図り、全社員が一丸となり、自主的・

積極的に環境保全活動に取組みます。

【行動指針】

⑦環境経営目標・経営計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努め

ます。

③環境負荷の低い建材の使用推進や化学物質の適正管理に努めます。

④建設資材のグリーン購入の推進を行います。

⑤産業廃棄物の適正管理(マニフェストによる適正処理)を行います。

⑥本活動において環境関連法規を遵守します。
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株式会社清水工業　代表取締役　　　　　　　　

2010/6/10作成

2023/4/5確認

10



Ⅳ 　環境経営目標

【事務所】

実績

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

0.3%削減 0.6%削減 0.9%削減

6,266 6,247 6,222

前年比 現状維持 現状維持 現状維持

9.8km/ℓ

0.3%削減 0.6%削減 0.9%削減

148.8 148.3 147.9

品目(17/73) 3%増 6%増 9%増

23.3% 24.0% 24.7% 25.4%

【建設現場】

実績

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

産業廃棄物 処理状況 ― 適正 適正管理 適正管理 適正管理

作成日：2023.4.5

項目 単位等
環境経営目標

車両燃費 ％

省エネルギー

オフィス電力
使用量

kWh 6,285

上水使用量の削減 m3 149.2

グリーン購入率の向上 ％

項目 単位等
環境経営目標

※省エネルギーについては、工事状況によって大きく左右される為、原単位の改善（車両燃費の向上）を環境経
営目標とします。また、化石燃料の内、軽油・灯油は極少量のため、ガソリンのみを計上します。

※グリーン購入は、消耗品の購入、または備品の購入済を計上します。
グリーン購入法等適合商品の適合商品が無いもの及び、使わないものは除外とします。

※購入電力は、現場事務所の購入電力契約に臨時灯A(使用電力量ではなく日単位での契約)など、使用量の把握が
できない場合があり、環境経営目標では事務所での使用分のみとします。

環境負荷(化学物質量)の低い
製品の選択と適正管理

― 適正 適正管理 適正管理 適正管理

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc

※産業廃棄物排出量については、工事内容によって大きく左右される為、主に分別や再利用等に取り組み、再資
源化率の向上による、相対的な廃棄物の削減を環境経営目標とします。

※化学物質の使用量は、代替製品を選択できない場合に、削減量を掲げた目標達成が困難となる為、環境負荷の
低い製品の選択と適正管理を行うことを環境経営目標とします。

※二酸化炭素排出量においては、東京電力㈱の令和5年環境省・経済産業省公表の電気事業者別排出係数より算出
した係数(0.435kg-CO2)を引用しています。
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【近年の項目別排出量の比較】
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【近年の項目別排出量の比較】
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【近年の項目別排出量の比較】
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Ⅴ  環境経営計画

【事務所】 （実施期間：2022年4月～2023年3月）

【建設現場】

・ｴｱｺﾝの設定温度を制限する

・蛍光灯の間引き、間接照明の利用

環境経営目標 環境経営計画 実施責任者

・PC機器等の電源をOFFにする

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの徹底

車両燃費の向上

・ﾏﾅｰ走行、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの推進

環境管理責任者

ｵﾌｨｽ電力使用量の削減

・電気をこまめに消す

事務局責任者

・自主点検の実施（ｵｲﾙ量、ﾀｲﾔの空気圧、溝等を各月
に１回）

・車両別の燃費管理

・エコカーへの乗り換え

・茶殻等は乾燥させて排出

一般廃棄物の
再資源化率の向上

・裏紙利用の推進

環境責任者

・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進

・資源の分別を徹底

・水量ﾒｰﾀｰの確認による無駄使い予防

グリーン購入率の向上 ・新規調達に再生紙、環境ﾏｰｸ商品の購入 事務局責任者

事務所の
上水使用量の削減

・手洗い時の節水

事務局責任者

産業廃棄物の適正処理

・分別の徹底、再資源化の推進

環境責任者

・発生現場内での再利用

・マニフェスト管理の徹底

・ｴｺｷｬｯﾌﾟの収集（事務所・現場共）

環境負荷(化学物質量)の低い製品

・エコタイプ等のPRTP対象物質を含まない製品の選択
を推進

環境責任者
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・環境にやさしい代替品の検討

環境負荷(化学物質量)の低い製品
の選択と適正管理

環境責任者
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Ⅵ 　環境経営目標の実績

【事務所】

基準年度
(2021年度)

2021.4～
2022.3

実績

93.03%

5544 kg-CO2

100.20%

6285 kWh

93.00%

11.3km/ℓ

100.1%

99.95%

99.77%

149m3

137.34%

23.2%

【建設現場】

基準年度
(2021年度)

2021.4～
2022.3

実績

一般廃棄物の
再資源化率の向上

99.90%

現状維持

〇

99.90%

○・・目標達成　×・・目標未達成

環境経営目標

実績　2022.4～2023.3

評価

目標値

温室効果ｶﾞｽ(CO2)排出量 6019 kg-CO2

前年度比 1.0 %削減

〇

5959 kg-CO2

ｵﾌｨｽ電力使用量の削減 6291 kWh

前年度比 0.3 %削減

〇

6272 kWh

車両燃費の向上 12.1km/ℓ

現状維持

×

12.1km/ℓ

事務所の
上水使用量の削減

150m3

前年度比 0.3 %削減

〇

150m3

グリーン購入率の向上 16.4%

前年度比 3.0 %向上

〇

16.9%

○・・目標達成　×・・目標未達成

環境経営目標

実績　2022.4～2023.3

評価

目標値

環境負荷(化学物質量)の低い製
品の選択と適正管理

適正管理 適正管理 適正管理 ○

産業廃棄物の適正処理 100% 100% 100% ○
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※二酸化炭素排出量においては、東京電力㈱の令和5年環境省・経済産業省公表の電気事業者別排出係
数より算出した係数(0.435kg-CO2)を引用しています。

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc
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Ⅶ 　環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

【環境経営計画の取組結果とその評価】

【事務所】

取組結果

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

△

△

○

○

○

○

〇

○・・取組んでいる　△・・さらなる取組が必要

環境経営目標 環境経営計画 評価・今後の方針等

車両燃費の向上

・ﾏﾅｰ走行、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの推
進

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞについての周知を行
い、各自実施している。

・蛍光灯の間引き、間接照明の
利用

不要な照明の点灯はほとんどみ
られなくなった。

・PC機器等の電源をOFFにする
帰宅時や、使用しないときには
こまめに電源を切る。

ｵﾌｨｽ電力使用量の削減

・電気をこまめに消す
休憩時間を統一することで電気
量をおさえた。

・ｴｱｺﾝの設定温度を制限する
積極的に取り組んでおり、個々
の認識が高まってきた。

・自主点検の実施
（オイル量、タイヤの空気圧、
溝等を各月に１回）

給油所で定期的に点検を実施し
た。

・車両別の燃費管理
記録を検討し、燃費向上に向け
た情報交換を行った。

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの徹底
体調管理にも気をつけながら自
己判断にて取り組んでいる。

・エコカーへの乗り換え
燃費の悪い車両の入れ換えを進
めている。

・裏紙利用の推進
積極的に取り組んでいるが、更
なる意識が必要。

・茶殻等は乾燥させて排出
可能なものは堆肥として再利用
を行っている。

一般廃棄物の
再資源化率の向上

・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進
積極的に取り組んでいるが、更
なる意識が必要。

・資源の分別を徹底 順調に取り組んでいる。

・水量ﾒｰﾀｰの確認による無駄使
い予防

点検表を作成し、こまめに管理
を行っている。

グリーン購入率の向上
・新規調達に再生紙、環境ﾏｰｸ
商品の購入

一部利用は徐々に増えている
が、今後事務所・現場共に検討
が必要。

事務所の
上水使用量の削減

・手洗い時の節水
ｽﾃｯｶｰを貼り、啓発を行ってい
る。
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【建設現場】

取組結果

○

〇

○

○

△

【次年度の取組内容】

１．オフィス電力使用量の削減

２．車両燃費の向上

　　①各車両毎の燃費を、半年毎に発表し、運転方法の見直しや意識改革を行う。

３．一般廃棄物の再資源化率の向上

　　①分解できるものは分解して、分別回収を徹底する。

４．事務所の上水使用量の削減

５．グリーン購入率の向上

６．産業廃棄物の適正処理

７．環境負荷の低い製品の選択と適正管理

○・・取組んでいる　△・・さらなる取組が必要

環境経営目標 環境経営計画 評価・今後の方針等

・マニフェスト管理の徹底
不正のないようにマニフェスト
にて管理をしている。

・ｴｺｷｬｯﾌﾟの収集
（事務所・現場共）

今後も継続して行う。

産業廃棄物の適正処理

・分別の徹底、再資源化の
　推進

現場でのさらなる細分化を検討
しつつ取り組んでいる。

・発生現場内での再利用 今後も継続して行う。

　次年度に向けて新しい取組を検討していくとともに、前年度より継続的に行えるものは続けて行き、
改善できていないものについても今後引き続き行っていくものとする。

　　①冷暖房機器使用時には、過剰な温度調整を行わない。
　　②業務用ｴｱｺﾝの日常点検と清掃を行い、エネルギー消費効率の維持に努める。

　　①節水泡沫器を取付け、節水の表示も行い意識を高めていく。

　　①環境マークを事務所や現場に掲示し、全ての関係者に周知を行い、グリーン購入率の
　　　向上に取り組む。

環境負荷(化学物質量)の低い製
品の選択と適正管理

・エコタイプ等のPRTP対象物質
　を含まない製品の選択
・環境にやさしい代替品の検討

化学物質の含有量の少ない建材
を選定しているが、さらなる意
識が必要。

　　①現場廃棄物分別のさらなる細分化する。
　　②写真による処分状況の把握とﾏﾆﾌｪｽﾄ管理記録を整合し適正処理状況を確認する。
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　　①材料は小ロットで発注し、過剰納品による廃棄ロスを減らす。
　　②同性能であれば、より環境負荷の低い製品を選択する。
　　③河川への化学物質の漏えい・流出事故を防止する教育を行う。
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Ⅷ

【主なる環境関連法規制等の遵守状況】

遵守状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

対象外

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

対象外

遵守

対象外

遵守

遵守

【違反、訴訟等の有無】

関連法・規制 内容

環境基本法 環境の保全に関する施策の基本事項を定める法律

　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

消防法 火災発生防止のための法律

労働安全衛生法 労働者の安全と健康を守る法律

建築物省エネ法 建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律

循環型社会形成推進基本法
循環型社会の形成を推進する基本的な枠組となる事項を定め
る法律

地球温暖化対策推進法 地球温暖化対策の推進に関する法律

建築基準法
建築物を建設する際や建築物を安全に維持するための技術的
基準

省エネ法 エネルギーの使用の合理化に関する法律

グリーン購入法 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

自動車NOxPM法 NOxPM排出基準適合車両の使用及びPM減少装置装着

騒音規制法 敷地境界にて規制基準を満たすこと

建設リサイクル法
建設工事に係る資源の有効な利用と廃棄物の適正処理を図る
法律

資源有効利用促進法 資源の有効な利用の促進に関する法律

産業廃棄物処理法 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

八王子市における特別管理産業廃
棄物管理責任者設置に係る要綱(八

王子市条例)
特別管理産業廃棄物管理責任者の届出

　法規制等の一覧表を作成し、定期的に遵守状況をチェックすることにより違反等の無いことを自主的

に確認しました。尚、これらの法規制に対する関係当局からの違反の指摘、及び関連する訴訟等は過去

５年間ありません。

振動規制法 敷地境界にて規制基準を満たすこと

化学物質排出把握管理推進法
環境確保条例(東京都条例)

いずれも建設業は対象外

有機溶剤中毒予防規則 作業主任者の選任、掲示、健康診断の実施等

フロン排出抑制法 業務用エアコンの定期点検と記録管理を行う

東京都における特別管理産業廃棄
物管理責任者設置に係る要綱(東京

都条例)
特別管理産業廃棄物管理責任者の届出
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Ⅸ 　代表者による全体評価と見直し・指示の結果

2022年度のｴｺｱｸｼｮﾝ21の取組について、弊社の環境経営方針である「今、私たちが地球のた

めに出来ること」を図るべく、全社員協力して活動してきました。

環境活動への取り組みをさらに向上させるべく、以下の点について見直し、強化を行い、

よりよい充実した活動へと進めていきます。

「温室効果ガス排出量」については、昨年度に引き続き、「オフィス電力使用量の削減」

と、「車両燃費の向上」に取り組みました。

「オフィス電力使用量の削減」については、環境への対策意識の高まりを受けて、作年に

引き続き減少傾向にあり、今後も継続して省電力化に取組みます。

2018年度から続けてきた、「車両燃費の向上」ですが、今年は減少してしまいましたが、

皆の意識を高められるよう、引き続きエコドライブ等行い、取組んでいきます。

「一般廃棄物の再資源化率の向上」については、八王子市の事業系紙資源持込可能業者に

登録し、段ボール、紙類、シュレッダーゴミを全て再資源化したことで、搬出量を大幅に減

少させることが出来ました。引き続き現状維持以上を目標に取り組みます。

「事務所の上水使用量の削減」については、節水が定着してきており、節水コマの取付等、

今後継続して節水の意識を保ちつつ取り組んでいきます。

「グリーン購入率の向上」については、認知度が高まってきたため、消耗品・備品共に購

入率が徐々に向上してきました。来年度以降も、備品を入換える際等にはグリーン購入に取

り組みます。

「廃棄物排出量」、「化学物質使用量」、「資源等使用量」については、2018年度から続

けてきた目標の「産業廃棄物の適正処理」、「環境負荷の低い製品の選択と適正管理」を今

後とも継続して適正に取り組んでいきます。

「産業廃棄物の再資源化率」は、廃棄物の分別の徹底等により、安定した実績が出ていま

す。適正処理についても、再資源化率の向上に伴い、現場全体の環境が改善し、整理整頓や

環境の美化などに派生しています。

「環境負荷の低い製品の選択と適正管理」については、特定化学物質障害予防規則及び有

機溶剤中毒予防規則に基づき、使用する物質の毒性の確認、代替物の使用、作業方法の確立、

作業環境の整備、作業主任者の選任、掲示、健康診断の実施など、建設作業員の健康障害を

予防するために適切に行っています。建設業は、化学物質排出把握管理促進法（PRPR法）の

非対象業種ですが、今後も適切に管理を継続していきます。

全体として、2022年度は目標数値を達成している項目が多々あり、皆の意識の定着及び環

境配慮についての知識等が数値に表れてきたのではないかと思います。そして、目標値を見

直しながらさらなる改善に努めていきます。

今後とも全社一体となって環境経営を推進し、環境活動の重要性についての認識を高めてい

きます。
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株式会社　清水工業

代表取締役　　　　　　　　
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